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令和７年度第２回 リーベルネットワーク会議 資料① 

≪こども部会 活動報告≫ 

・部会運営や企画、意見のとりまとめ等の役割を担う運営委員会を組織。 

（運営委員会開催日：7/22、10/28、1/14） 

・初回の部会を 11/7 に開催。 

内容：・「八女市の子どもたちの現状について」 

講師：鶴欣二氏（特別支援教育室）、秋山辰郎氏（筑後特別支援学校） 

    ・グループワーク（テーマ：良い学校） ※本質観取という哲学対話を実施 

参加者：53 名（保育園・幼稚園・小中学校・放デイ事業所・相談支援事業所等） 

 

【運営委員のメンバー】 

＜部会長＞福岡県立筑後特別支援学校（秋山氏）、＜副部会長＞社会福祉法人伍福会（中島氏）、        

福岡県障がい児等療育支援事業（地域支援センターよろず屋 川島氏）、筑水会病院（久保氏）、 

児童発達支援センター（八女総合療育館 岡田氏、芦原氏）、八女市教育委員会（鶴氏）、 

八女市こども家庭センター（藤木氏）、八女市役所福祉課障がい者福祉係（平田氏）、 

八女市障がい者基幹相談支援センター（堤、市山） 

 

【こども部会の活動目標】 

1.第一に子どもの意見が尊重され、子どもに関することが決められ、行われる時は、「子どもにとって最

もよいこと(最善の利益)は何か」を大切にする。 

2.こどもに関わる支援者同士がつながり、互いの立場や役割を知り、ともに支援する土台をつくる。 

3.八女市で取り組むべきことや取り組みたいことを協議し、リーベルネットワーク会議や自立支援協議会

と連動し形にしていく。 
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≪相談ビスケット 活動報告≫ 

 

１， 参加者 〇指定特定相談支援事業所 １3 か所 

         悠、よろず屋、陽だまりの里、ほっぷ、ゆうゆう、キャンディハウス、グリーム 

リーベル、ねんりん、ガイド、せんたー、いこいの樹、ao 

        〇八女市障がい者基幹相談支援センター  〇八女市福祉課障がい者福祉係 

 

２，内 容  

〇事務局会議（主任相談支援専門員、基幹、障がい福祉係） 

   偶数月に開催：6/18、8/20、10/15、12/17、2/18 

 

〇会議開催 

期  日 内  容 

７月１６日 個別サポート加算Ⅲの実践報告 

９月１７日 医療機関・介護保険との意見交換に向けてのグループワーク 

１１月 ５日 アウトリーチサポートチームとの合同開催、研修会 

「相談支援におけるグループスーパービジョンのあり方について考える」 

１１月１９日 医療機関との意見交換会 

・医療機関 6 病院 13 名、福祉関係１２機関２１名、計３３名の参加。 

・病院紹介、グループワーク。互いに役割を知り、今後の連携に繋がった。 

１月２１日 介護保険との意見交換会 

・介護保険関係 22 事業所４７名、福祉関係１８名、行政１名、計８８名 

・介護保険、障がい福祉サービスの理解を深め、障害から介護保険への移管 

などについてグループワーク。行政への質問や返答があり、より理解を深め

られた。 

３月１８日 今年度の振り返りと次年度の活動計画 

・介護保険事業所や医療機関との意見交換会。 

・就労選択支援の勉強会等開催予定。 

 

〇基幹スタッフによる各相談支援事業所への巡回（各事業所年３回巡回） 

今年度より、主任相談支援専門員が在籍しない事業所を巡回。 

① 計画相談件数など  ②関係機関について   ③地域について 

巡回で出た意見を、事務局会議で共有、必要時は対応を検討する。 
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≪権利擁護部会 活動報告≫ 
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animo八女町家 ×、後期２名

A型事業所はるに ×、後期１名

いろとりどり ×、後期なし

〇後期受講事業所　１１事業所　　１９名　

八まんなか ×、後期なし

　　〇前期受講事業所　 １７事業所　　５４名
令和７年度　合計　２８事業所 ７３名

ひまわり ×、後期１名

就労継続支援Ａ型事業所　Ｋ’ｓファーム 前期なし、後期なし

障害者自立訓練サポートセンター　わーよか 前期なし、後期つながらず

ヘルパーステーションPARS 後期なし

感謝の樹 後期なし

スタートラインたちばな ×、後期なし

姫野病院 居宅介護支援センター （-）

相談支援事業所 ねんりん 前期１名

プラムの小径（桜園） 前期４名

ふるさと、びいちゃむ びいちゃむ１名　ふるさと１名

のぞえ風と虹 前期１名、後期なし

サングリーン 前期なし、後期なし

あるくとぷらす 後期１名

障がい者支援施設　城山学園 前期なし、後期なし

若楠園 前期なし、後期なし

相談支援センター　悠 前期３名

有限会社　アプランケアサービス 後期なし

はーとはんど 前期なし、後期なし

ヘルパーステーションCB つながらず

ホームヘルプ金太郎 ×

八女作業所 前期15名

障害者支援施設　蓮の実園 ×、後期１名

ＨＩＲＯキッズ 後期１名

つくし園 前期なし、後期なし

就労継続支援センターすまいる・八女あかり 前期１名

八女総合療育館 後期４名

八女てらす 前期１名、後期なし

夢と希望 前期９名

相談支援事業所キャンディーハウス

R7年度福岡県障がい福祉サービス事業所等支援員研修　前期・後期受講状況一覧

事業所名 受講状況 感想・コメント

障害者支援センター　こころ

昨年度全員受講したため

さら 後期１名

めぶみ 後期５名

障害者サポートセンター 陽だまりの里 ×

相談支援事業所 ゆうゆう ×、後期なし

ワークスペースそらいろ 後期１名

相談支援センター　ほっぷ 前期１名、後期なし

障害者支援施設　年輪の園 前期１名、後期なし

ちくご作業所あいあい　　　※はねっこ 前期７名

さんふらわあ八女
吉田　２名
八女　４名

みらいく

障害者支援施設　蓮の実団地 ×、後期なし

障害者就業・生活支援センター　デュナミス ×、後期なし

Life Support わ 前期電話つながらず、後期なし

障がい者支援施設　紫雲英の郷 ×、後期なし

蓮の実団地 よろず屋 ×、後期なし

前期１名、後期なし

保育士４人。内容が難しく、専門用語ばかりで理解できなかった。

前期１名  後期１名

案内来ていない
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≪課題解決型部会 にも包括 活動報告≫ 

※『にも包括』とは『精神障害にも対応した地域包括ケアシステム』を省略した名称。 

 

【運営委員】 

・南筑後保健福祉環境事務所(隈部氏、横山氏、上田氏、森近氏、太田氏、天野氏) 

・筑水会病院(野中氏、島田氏)          ・ゆうゆう(宇佐原氏) 

・デュナミス(服部氏)                ・八女総合療育館(芦原氏) 

・福岡県発達障がい者支援センターあおぞら(田島氏) 

・フチガミ医療福祉専門学校(井手口氏) 

・八女市役所福祉課障がい者福祉係（高山氏、竹村氏） 

・八女市障がい者基幹相談支援センター(牛嶋、鶴田) 

 

【課題解決型部会 にも包括の活動目標】 

・八女市(地域)の課題や各事業所が感じている課題など、精神障害者だけでなく誰もが地域で安心して暮ら

していくために必要なことを意見として出し合い、まとめた意見を自立支援協議会へ上げていく。 

・多くの課題の中から取り組む活動を決め、来年度『にも包括部会』で活動を行う。 

 

○第 1 回 令和 7 年 4 月 24 日(木) 

・4 事業所が参加し『にも包括』の概要確認、どの機関へ参加依頼を行うか検討した。 

 

○第 2 回 令和 7 年 6 月 12 日(木) 

・運営委員の顔合わせ。八女市『にも包括』が取り組む活動(課題)を決めるため協議を行った。運営委員が意

見を出し合い、多数の活動案が出る。第 3 回までに活動の順位を決め発表を行うこととなった。 

 

○第 3 回 令和 7 年 7 月 15 日(木) 

・活動順位の発表を行い、来年度の取り組みは上位に順位がある活動に絞ることに加えて、運営委員が取り

組みやすい活動も検討することとなった。 

 

○第 4 回 令和 7 年 8 月 26 日(火) 

・来年度の取り組みとして、1 番に地域住民向けに精神障害の理解を深めるため『地域啓発活動』を行うこと

が挙げられた。そのためには運営委員が社会資源を理解する必要があり、啓発のためのフォーマット作成の

練習も兼ねて、運営委員が所属組織のプレゼンテーション行うこととなった。 

 

○第 5 回 令和 7 年 10 月 17 日(金)、第 6 回 令和 7 年 12 月 5 日(金) 

・各所属のプレゼンテーションを行い、社会資源の理解を深めた。 

 

○第 7 回 令和 8 年 1 月 30 日(金) 

・筑水会病院の見学を行い、精神科病院の理解を深めた。 

 

○第 8 回 令和 8 年 3 月 27 日(金)予定 

・来年度の取り組みを具体的にすること、運営委員の役割分担を決めることを行う予定。 
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≪アウトリーチサポートチーム 活動報告≫ 

   

  令和 2 年度にアウトリーチサポート部会を設置し、ひきこもりに関連する相談援助体制の強化についての

協議とグループスーパービジョンを実施。領域を超えてポジティブに意見交換し連携する土台ができ、令

和 5 年度より新たに「アウトリーチサポートチーム」としてグループスーパービジョンを中心とした活動を

行っている。 

 

  【チームメンバー】 

こども相談室あおいとり、八女地区障害者地域生活支援拠点センターすいれん、八女市社会福祉協議会、 

八女地域包括支援センター、筑水会病院、南筑後保健福祉環境事務所、 

福岡県ひきこもり地域支援センター、福岡県発達障害者支援センターあおぞら 

八女市福祉課障がい者福祉係、八女市福祉課福祉相談係、八女市障がい者基幹相談支援センター 

 

【開催日】 

・5/16、2/16…グループスーパービジョンを実施 

・11/5…「相談支援におけるグループスーパービジョンのあり方について考える」 

講演+グループスーパービジョン 

講師：福岡市東区第 1 障がい者基幹相談支援センター池田顕吾氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


